第９回子どもの心・体と環境を考える会学術大会

プログラム

平成１９年１１月２３日（金・祝）

9:50-10:00
開会の辞

　　　　　　　　会長　大矢　幸弘　（国立成育医療センター第一専門診療部アレルギー科医長）

10:00-12:00
シンポジウム1　

　　　　座長：斎藤　博久（国立成育医療センター研究所免疫アレルギー研究部部長）

　　　　　　　吾郷　晋浩（吉備国際大学大学院臨床心理学研究科教授）

　　『人類史上初めて経験するアレルギー疾患の急増が意味するものは』

1． 疫学調査からみたアレルギー疾患増加の意味
　　
赤澤　晃　（国立成育医療センター総合診療部小児期診療科医長）

2． 環境変化への不適応か警鐘か　－進化の過程それとも人類絶滅への序曲－
　　
縣　裕篤　（愛知医科大学医学部小児科学教室准教授）
3． 医原性の要因がアレルギー疾患の発症に与える影響
　　　　　　松本　健治（国立成育医療センター研究所免疫アレルギー研究部アレルギー研究室長）
4． アレルギー疾患の治療と困難の克服に向けて
　　
勝沼　俊雄（東京慈恵会医科大学小児科准教授）

12:00-12:30
昼食
12:30-13:00
招待講演

座長：加藤　達夫（国立成育医療センター総長）　

『日本の小児医療崩壊をくいとめるために何ができるか？』

　　松井　陽（国立成育医療センター病院長）

13:00-13:30
総会

13:30-14:00
ポスターセッションⅠ

「心」セッション（会議室11）

座長：津田　彰

（久留米大学大学院心理学研究科教授）

1. The Children’s Dermatology Life 


Quality Index漫画版の作成


那須　紗弥子　他

（児童行動療育センター）

2. 小児喘息の発作体験について

－描画法を用いた主観的発作体験の考察－



金田一　賢顕


（京都大学教育学部教育心理系）

3. 小･中学生におけるコラージュ表現


からみた性差


近喰　ふじ子　他


（東京家政大学文学部心理教育学科）

4. 社会性と情動の能力（SEL能力）


獲得による自尊感情の向上


田中　芳幸　他


（東京福祉大学）

5. 社会性と情動の能力獲得へのタイプ


A行動パターンの関わり


宮崎　晃子　他


（国立成育医療センター）

「体－集団介入－」セッション（会議室12）

座長：橋本　光司
（日本大学医学部付属練馬光が丘病院小児総合診療科）

1. 国立成育医療センター総合診療部思春期外来患者の検討


道端　伸明　他


（国立成育医療センター総合診療部）

2. 学校における喘息調査


－保健調査とISAAC調査との一致率－


赤田　朋美　他


（清真学園高等学校・中学校）

3. 乳幼児アトピー性皮膚炎の短期教育入院の試み



二村　昌樹　他



（あいち小児保健医療総合センターアレルギー科）

4. 小児アトピー性皮膚炎自立に向けた小学1年生の


患者教育の試み



棚井　未和　他


（国立成育医療センター看護部外来）

5. 外来における肥満患児への看護介入



－兄弟同士の自己効力感向上を目指した取り組み－



齋藤　就美


（滋賀県立小児保健医療センター）

6. 選択性緘黙へのCyclical Approachの有効性



－姉妹例を通して－



水島　栄　他


（国立成育医療センターこころの診療部）

14:00-16:00
シンポジウム２


座長：小林　章雄　（愛知医科大学医学部衛生学講座教授）

　　　　　　　近喰　ふじ子 （東京家政大学文学部心理教育学科教授）

『現代文明がもたらした危機的な子どもの生活習慣』

1． 大規模コホート研究からみた生活習慣と疾病リスク

玉腰 暁子（国立長寿医療センター治験管理室長）

2． 小児生活習慣病の怖さを知っていますか
堀川 玲子（国立成育医療センター第一専門診療部内分泌・代謝科医長）
3． 携帯電話を子どもに持たせることに関する諸問題　－心理学者からみた批判的考察－
奥田 健次（桜花学園大学人文学部准教授）
4． 早起きは自分も地球も大切にする子どもを育てる
神山 潤  （東京北社会保険病院副院長）
16:00-16:30
ポスターセッションⅡ

「環境」セッション（会議室11）

座長：田中　大介

1. （昭和大学附属豊洲病院小児科准教授）

2. 「子どもをタバコから守る会・愛知」
設立


後の活動について（第4報）



中川　恒夫　他


（青山病院小児科）

3. 小学校保健室における福祉的活動について


の調査研究


－朝食欠食児、睡眠不足児などへの対応を中心に－



郷間　英世　他


（奈良教育大学特別支援教育）

4. 教師とピアコーチの中学支援による


自己受容の効果


－環境的アプローチによる学校ソーシャルワークの実践－



米川　和雄　他


（久留米大学大学院心理学研究科）

5. 発達障害児を持つ夫婦間の養育態度に


おける類似性の検討



赤尾　美憲　他


（東京家政大学大学院文学研究科）

6. 「治療契約の維持」と「適切な医療の提供」


との葛藤


－ラポール形成における問題点と課題についての考察－



実方　由佳　他


（国立成育医療センター）

7. 当院小児科外来新築にあたっての音環境への


工夫


－その効果と今後の課題－



田中　大介　他


（昭和大学附属豊洲病院小児科）

「体－個人介入－」セッション（会議室12）

座長：福原　博篤

（昭和大学附属豊洲病院小児科）

1. 心因性重症喘息児に対する系統的脱感作の試み



井上　徳浩　他


（泉大津市立病院小児科）

2. 頻回の入退院を繰り返した重症気管支喘息児と養育者への行動医学的介入


－セルフモニタリングと親子間条件づけの解除－


福家　辰樹　他


（国立成育医療センター第一専門診療部アレルギー科）

3. ADHDを伴った重症アトピー性皮膚炎の１症例

－スキンケア行動の形成に行動療法的アプローチが有効であった症例－



小島　令嗣　他


（国立成育医療センター第一専門診療部アレルギー科）

4. アトピー性皮膚炎症例におきやすい二次的弊害について


斎藤　暁美　他


（国立成育医療センター第一専門診療部アレルギー科）

5. 胎児期から幼児期にかけての重複障害児の音声言語獲得に伴う家族のビリーフの変化


－準重度難聴・構音・上肢障害のある子どもの事例研究－



福原　安里　他


（株式会社エーアール）

16:30-18:30
シンポジウム３


座長：長嶋　正實（あいち小児保健医療総合センターセンター長）

　　　　　　 大矢　幸弘（国立成育医療センター第一専門診療部アレルギー科医長）


『グローバル化する競争社会に生きる子ども達の健やかな発達のために』

1. 子どもの健康関連体力を養うための行動科学的アプローチ：体力目標ではなく行動目標を！



竹中 晃二（早稲田大学人間科学学術院教授）
2. ネットワークの融合による思春期問題への試み
山口 幸伸（豊ケ岡学園法務教官）
3. 子どもたちのための健康情報リテラシー




中山 健夫（京都大学大学院医学研究科社会健康医学系専攻健康情報学分野教授）
4. 障害児と共に成長する社会　～教育体制にみる障害児と共に～



横田 雅史（愛知みずほ大学人間科学部教授）

18:30-18:40
閉会の辞

会長　大矢　幸弘　（国立成育医療センター第一専門診療部アレルギー科医長）

19:00-

懇親会（於：レストラン　つばさ）
















































